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研究テーマ
• 無限・空間・複雑
• 幾何解析・微分幾何
• ゲージ理論・格子ゲージ理論・指数定理・力学系・スカラー曲率・Nevanlinna理論

研究テーマの概要
私の三大研究テーマは「無限・空間・複雑」です．これまでは主に無限と空間に興味があり，有
限次元の幾何に由来する非線形偏微分方程式の解のモジュライ空間を，無限次元の幾何の観点から
超越的手法により研究してきました．論文 [7, 4]ではDonaldson理論でのChern-Simons汎関数のな
す無限次元力学系をGromovの平均次元の観点から研究しました．論文 [5]ではNevanlinna理論で
のBrody曲線からなる無限次元力学系の平均次元を計算しました．論文 [6]では定スカラー曲率計量
からなる無限次元空間の上の体積汎関数の逆問題を解きました．論文 [3]はSeiberg-Witten理論での
Chern-Simons-Dirac汎関数のなす無限次元力学系への興味に由来し，Seiberg-Witten方程式の新し
い摂動を導入しました．現在の興味の対象は複雑さです．無限とは有限ではないことですが，無限次
元モジュライ空間の研究には単にそれが有限次元でないことを超克した視点が必要でした．さて，複
雑とは単純ではないことです．果たして無限次元モジュライ空間は複雑なのでしょうか．
また，最近の新たな興味の方向性として空間の離散化があり，格子ゲージ理論に創発された数学を
研究しています．論文 [1]ではドメインウォールフェルミオンのη不変量によりAtiyah-Patodi-Singer

指数を表す公式を数学的に厳密に確立しました．
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学生へのメッセージ
博士前期課程に入学するまでにRiemann面の理論を学んできてください．特に，調和函数の存在
定理のいろいろな証明のからくりを理解することが重要です．そこに幾何解析の萌芽があるからです．
博士前期課程では幾何解析の非線形問題への典型的手法の習得を目標として，時代を画する論文を
一つ選び，それを一緒に徹底的に読むことから始めましょう．例えば，
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は時代を変えました．この論文たちにはアイデアがあります．最初に読む論文の数学が刷り込まれる
ので，どれを読むかでその後の方向性は決まりますが，どれを読んでも豊穣な世界が開けていますの
で，直観で選ぶと良いでしょう．
一般に，博士前期課程は辛いです．私もそうでした．勉強から研究に相転移するときだからです．
一番大切なことは強い心と不等式への愛と無限への憧憬です．数学が好きなら乗り越えられます．


